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　は
じ
め
に
　
高
麗
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
最
も
基
本
的
な
史
料
と
し
て
『
高
麗
史
』『
高
麗
史
節
要
』
の
二
つ
の
文
献
が
あ
り
、
そ
の
他
現
存
す
る
個
人
文
集
や
中
国
の
正
史
の
外
国
伝
な
ど
が
あ
っ
て
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
文
献
史
料
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
墓
誌
銘
な
ど
金
石
史
料
が
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
金
石
史
料
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
旧
朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
金
石
総
覧
』
や
李
蘭
暎
編
『
韓
国
金
石
文
追
補
』、
黄
寿
永
編
『
韓
国
金
石
遺
文
』
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
墓
誌 
銘 
に
つ
い
て
は
近
年
韓
国
で
出
版
さ
れ
た
金
龍
善
編
著
『
高
麗
墓
誌
銘
集
　
①
 
成 
』
に
現
存
す
る
実
物
の
墓
誌
銘
の
み
な
ら
ず
個
人
の
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
　
②の
ま
で
計
三
百
例
あ
ま
り
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
研
究
者
に
大
き
な
便
宜
を
与
え
て
い
る
。
　
さ
て
当
博
物
館
に
は
現
在
五
点
の
高
麗
墓
誌
銘
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
『
高
麗
墓
誌
銘
集
成
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
現
在
ま
で
研
究
者
に
そ
の
存
在
す
ら
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ 
た 
た
め
、
高
麗
史
研
究
に
お
い
　
③
て
史
料
と
し
て
全
く
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
ら
五
点
の
高
麗
墓
誌
銘
の
来
歴
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
と
、
毎
日
新
聞
社
元
社
長
本
山
彦
一
氏
収
集
の
「
本
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
本
山
氏
の
没
後
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
関
西
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
際
に
五
点
の
墓
誌
銘
も
一
括
し
て
当
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
に
収
め
ら
れ
た
。
本
山
氏
が
所
有
す
る
以
前
は
『
大
日
本
金
石
史
』
の
著
作
で
知
ら
れ
る
木
崎
愛
吉
氏
が
所
蔵
し
て
お
り
、
同
書
の
執
筆
に
使
用
さ
れ
た
大
量
の
日
本
・
中
国
の
拓 
本 
と
と
も
に
本
山
氏
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
　
④
れ
よ
り
以
前
の
こ
と
は
出
土
年
及
び
出
土
地
も
含
め
て
明
ら
か
で
な 
い 
。
　
⑤
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
五
点
の
中
か
ら
保
存
状
態
が
よ
く
記
述
内
容
も
豊
富
な
「
朴
僕
射
墓
誌 
銘 
」
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
と
共
に
、
そ
の
記
述
を
従
来
の
史
料
と
併
　
⑥
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
武
臣
政
権
成
立
以
前
の
高
麗
中
期
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
 


























































 
一
〇
三
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
高
麗
墓
誌
銘
―　
朴
僕
射
墓
誌
銘
に
つ
い
て　
―
西　
尾　
尚　
也
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（
表
面
）
朴
僕
射
墓
誌　
　
并
序
　
朝
散
大
夫
試
礼
部
尚
書
知
制
誥
賜
紫
金
袋
金　
子
儀　
撰
族
人
掌
牲
丞
朴
氏
純
古
來
告
于
予
曰
吾
父
亡
矣
請
誌
以
本
末
傳
之
不
朽
予
聞
之
不
勝
悵
怏
公
乃
新
羅
時
朝
散
大
夫
王
公
式
七
世
之
苗
裔
也
公
爲
人
剛
正
忠
亮
孝
於
父
母
信
於
宗
族
姻
黨
亦
不
營
財
産
未
嘗
與
俗
人
交
年
十
五
指
京
師
於
路
傍
逢
賊
乃
還
俄
而
又
欲
離
去
本
州
父
母
族
黨
固
留
之
不
聽
折
節
讀
書
遂
入
于
京
輦
之
下
投
屬
文
憲
公
徒
誠
明
齋
將
求
多
能
蚤
夜
以
孜
孜
二
十
中
成
均
試
乃
與
先
生
長
者
偕
進
偕
退
三
十
赴
天
場
擢
進
士
第
出
佐
撫
州
守
節
奉
公
其
政
聲
烈
烈
於
中
外
兵
馬
使
御
史
中
丞
李
公
永
等
皆
稱 
雖
古
賢
人
其
何
以
加
焉
乙
卯
西
京
叛
公
以
通
糧
從
軍
咯
無
毫
髮
之
□
忽
一
日
挑
戰
軍
將
凡
退
而
公
獨
領
十
餘
人
禦
敵
敵
乃
退
五
軍
皆
稱
之
便
爲
元
帥
所
奨
□
丙
辰
拝
右
正
言
知
制
誥
乃
上
疏
九
事
皆
外
家
及
宦
官
等
作
弊
之
事
也
其
言
辞
甚
切
識
者
皆
以
手
加
額
而
望
公
曰
復
正
三
韓
者
必
此
公
也
尚
或
見
貶
于
殿
省
未
幾
轉
西
京
留
守
判
官
借
尚
書
礼
部
員
外
郎
是
歳
遷
羅
州
牧
副
使
借
郎
中
賜
紫
金
魚
己
未
拝
侍
御
史
又
論
外
戚
事
貶
尚
書
刑
部
員
外
郎
辛
酉
爲
忠
清
道
按
察
使
抑
奸
雄
絶
貨
賂
澄
汰
百
端
掃
盡
盗
賊
一
方
安
之
以
此
加
檢
校
礼
部
尚
書
癸
亥
復
爲
春
路
察
訪
使
以
謂
犲
狼
當
路
安
問
狐
狸
乃
慨
□
攬
轡
通
昔
不
寐
權
門
使
者
□
弗
斂
衽
失
色
奔
走
于
四
方
況
州
縣
之
猾
吏
乎
及
復　
命
召
對
便
殿
垂
紳
正
笏
不
動
聲
氣
而
稱　
旨
可
謂
社
稷
之
臣
矣
丁
卯
爲
西
京
監
軍
坐
使
軍
民
莫
敢
仰
視
於
是
號
令
皆
肅
正
焉
戊
辰
加
給
事
中
充
史
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（
裏
面
）
舘
修
撰
又
極
言
外
戚
宦
官
山
僧
批
職
事
待
不
測
之
□
頼　
主
上
聖
明
不
加
罪
焉
此
歳
有
一
僧
妾
授
大
禪
師
朝
廷
皆
以
爲
不
可
上
召
公
□
督
朝
謝
公
傑
□
持
立
曰
臣
在
中
書
時
誓
不
奉
詔　
上
曰
樸
直
而
無
他
公
往
往
言
事
如
此
以
故
貶
兵
部
侍
郎
充
史
舘
修
撰
己
巳
爲
東
北
面
兵
馬
副
使　
陛
辞
曰
親
奉　
聖
旨
款
密
歴
歴
行
下
改
爲
吏
部
侍
郎
御
書
檢
討
官
庚
午
加
朝
散
大
夫
試
衞
尉
卿
知
都
省
事
仲
秋
遘
疾
越
翼
歳
乞
□
改
爲
太
僕
卿
知
工
部
事
致
仕
十
月
庚
午
卒
于
私
第
享
年
六
十
七
公
密
城
人
也
王
父
諱
壽
王
祖
諱
執
忠
曽
王
祖
諱
膺
傑
外
王
祖
諱
正
民
皆
戸
長
也
王
母
密
城
郡
君
朴
氏
夢
紫
氣
衝
天
乃
孕
妊
生
公
公
卒
時
先
是
老
婢
又
夢
月
落
于
庭
中
始
終
皆
有
祥
瑞
嗚
呼
可
謂
神
仙
中
人
塵
埃
表
物
爾
娶
金
義
縣
大
君
乃
工
部
員
外
郎
兪
公
元
胥
女
女
善
事
夫
以
及
親
戚
乃
均
生
三
男
二
女
一
純
古
娶
中
書
平
章
事
高
公
兆
基
女
生
二
男
三
女
皆
幼
焉
二
衛
尉
注
簿
司
正
純
正
娶
試
礼
部
尚
書
知
制
誥
金
公
子
儀
女
三
良 
丞
同
正
純
守
娶
起
居
注
知
制
誥
李
公
元
膺
女
生
一
女
甚
少
長
適
榮
陵
直
孫
君
景
章
生
一
男
一
女
二
適
殿
中
内
給
事
同
正
朴
君
仁
進
生
一
男
二
女
天
徳
四
年
八
月
癸
亥
朔
二
十
八
日
庚
寅
諸
孤
奉
公
之
喪
葬
于
湍
州
濕
田
谷
北
麓　
銘
曰
噫
公
之
志
爲
人
所
不
可
奪
噫
公
之
義
爲
世
所
可
尤
惜
天
資
不
常
持
立
獨
行
聲
猷
烈
烈
風
貌
堂
堂
中
外
從
事
正
而
不
撓
凡
百
吏
民
至
於
夷
狄
膽
□
股
慄
從
而
化
之
發
爲
文
章
輝
光
古
今
仁
宗
之
聖
明　
今
上
之
智
勇
方
將
大
用　
睿
意
宏
深
可
其
不
壽
掩
于
黄
泉
公
之
去
兮
天
蒼
蒼
公
之
来
兮
風
蕭
蕭
一
點
霊
臺
丹
青
莫
状
　Ⅰ
　
朴
僕
射
墓
誌
銘
は
縦　
㎝
・
横　
㎝
・
厚
さ
２
㎝
の
粘
板
岩
製
で
保
存
状
態
は
良
２９
７７
好
で
あ
る
。
表
裏
両
面
に
陰
刻
さ
れ
て
お
り
、
両
面
と
も
三
十
二
行
で
全
六
十
四
行
、
罫
線
が
引
か
れ
て
お
り
題
記
な
ど
冒
頭
の
二
行
を
除
け
ば
空
格
を
含
め
一
行
十
五
字
か
ら
二
十
三
字
、
字
径
は
１
・
８
㎝
、
字
体
は
楷
書
で
あ
る
。
形
態
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
高
麗
墓
誌
銘
に
あ
っ
て
は
装
飾
な
ど
も
な
く
シ
ン
プ
ル
で
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
両
面
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
墓
誌
銘
は
比
較
的
数
も
少
な
く
注
目
に
値
す
る
。
撰
者
は
金
子
儀
、
彼
は
墓
主
の
姻
戚
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
墓
主
に
諱
の
記
載
が
な
く
、
従
っ
て
氏
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、『
高
麗
史
』
な
ど
従
来
の
史
料
中
に
も
こ
の
墓
主
に
該
当
す
る
人
物
は
見
出
せ
な
い
。
　
墓
誌
銘
の
構
成
は
、
題
記
・
撰
述
の
経
緯
・
出
自
・
人
と
為
り
・
経
歴
・
没
年
・
本
貫
・
世
系
・
妻
子
及
び
そ
の
姻
戚
関
係
・
埋
葬
日
時
及
び
場
所
・
銘
か
ら
な
っ
て
い
る
。
　
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
、
撰
者
に
よ
る
撰
述
の
い
き
さ
つ
と
し
て
墓
主
の
長
子
か
ら
墓
主
の
死
を
告
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
墓
誌
銘
の
撰
述
を
依
頼
さ
れ
た
と
あ
り
、
つ
い
で
墓
主
の
出
自
と
し
て
新
羅
の
朝
散
大
夫
王
式
の
七
世
の
苗
裔
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
続
い
て
人
と
為
り
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
こ
の
墓
誌
銘
の
内
容
の
中
心
で
あ
る
経
歴
が
述
べ
ら
れ
る
。
十
五
歳
で
首
都
で
あ
る
開
城
へ
赴
き
、
九
斎
学
堂
の
ひ
と
つ
で
あ
る
誠
明
斎
に
入
門
し
て
学
問
に
励
み
、
二
十
歳
で
成
均
試
（
国
子
監
試
）
に
パ
ス
し
て
成
均
館
（
国
子
監
）
に
入
学
、
三
十
歳
で
進
士
に
擢
第
し
て
撫
州
（
現
平
安
北
道
）
の
佐
と
な
っ
て
業
績
を
挙
げ
、
当
時
の
御
史
中
丞
李
永
等
に
賞
賛
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
二
十
一
年
後
の
仁
宗
十
三
（
一
一
三
五
）
年
、
妙
清
の
乱
が
勃
発
す
る
と
従
軍
し
て
功
績
を
た
て
翌
年
、
右
正
言
・
知
制
誥
と
な
る
。
以
後
、
昇
進
と
左
遷
を
繰
り
返
し
た
が
、
病
に
よ
り
毅
宗
五
（
一
一
五
一
）
年
、
太
僕
卿
・
知
工
部
事
を
も
っ
て
致
仕
し
、
こ
の
年
十
月
に
六
十
七
歳
で
私
第
に
没
し
た
。
本
貫
は
密
城
県
（
現
慶
尚
南
道
密
陽
）、
父
の
壽
、
祖
父
の
執
忠
、
曾
祖
父
の
膺
傑
、
そ
れ
に
外
祖
父
の
朴
正
民
は
い
ず
れ
も
戸
長
で
あ
り
土
着
の
豪
族
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
母
は
密
城
郡
君
朴 
氏 
。
妻
は
金
義
県
大
君
、
工
部
員
外
郎
　
⑦
兪
元
胥
の
女
で
、
三
男
二
女
を
も
う
け
、
そ
の
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
い
る
。
つ
い
で
天
徳
四
（
毅
宗
六
・
一
一
五
二
）
年
八
月
二
十
八
日
に
湍
州
濕
田
谷
北
麓
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
埋
葬
の
年
次
の
み
金
の
年
号
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
以
外
は
す
べ
て
干
支
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
麗
墓
誌
銘
の
年
代
表
記
と
し
て
は
ご
く
一
般
的
な
も
の
で
あ 
る 
。
最
後
に
七
行
に
わ
た
っ
て
墓
主
を
称
　
⑧
え
る
銘
で
締
め
括
ら
れ
る
。
　
次
節
以
降
、
そ
の
記
述
内
容
を
も
と
に
具
体
的
な
論
考
に
う
つ
る
。
　
Ⅱ
　
こ
の
墓
誌
銘
に
は
墓
主
の
官
歴
に
つ
い
て
、
特
に
一
一
三
五
年
に
勃
発
し
た
妙
清
の
乱
以
降
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
で
触
れ
る
）。
こ
こ
で
墓
主
の
妙
清
の
乱
以
降
の
官
歴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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一
〇
六
　丙
辰
（
一
一
三
六
）
右
正
言
・
知
制
誥　

　
西
京
留
守
判
官
・
借
尚
書
礼
部
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
郎
　
　
　
　
　
　
　
　

　
羅
州（
現
全
羅
南
道
）牧
副
使
・
借
郎
中
、
賜
紫
金
魚
　
己
未
（
一
一
三
九
）
侍
御
史　

　
尚
書
刑
部
員
外
郎
　
辛
酉
（
一
一
四
一
）
忠
清
道
按
察
使
、
加
検
校
礼
部
尚
書
　
癸
亥
（
一
一
四
三
）
春
路
察
訪
使
　

毅
宗
朝
　
丁
卯
（
一
一
四
七
）
西
京
監
軍
　
戊
辰
（
一
一
四
八
）
加
給
事
中
・
充
史
館
修
撰　

　
兵
部
侍
郎
・
充
史
館
修
撰
　
己
巳
（
一
一
四
九
）
東
北
面
兵
馬
副
使　

　
吏
部
侍
郎
・
御
書
検
討
官
、
　
庚
午
（
一
一
五
〇
）
加
朝
散
大
夫
・
試
衛
尉
卿
・
知
都
省
事
　
翼
歳
（
一
一
五
一
）
太
僕
卿
・
知
工
部
事　
致
仕
 






















 （
傍
線
は
左
遷
を
表
す
）
　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
丙
辰
（
仁
宗
十
四
年
）・
己
未
（
仁
宗
十
七
年
）・
戊
辰
（
毅
宗
二
年
）
と
再
三
に
わ
た
る
左
遷
の
記
述
で
あ
る
。
通
常
、
墓
誌
銘
に
は
墓
主
に
と
っ
て
不
名
誉
な
こ
と
は
記
述
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
み
る
と
奇
異
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
あ
く
ま
で
通
例
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
墓
主
を
称
賛
す
る
意
図
か
ら
記
述
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
左
遷
の
原
因
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
外
戚
・
宦
官
お
よ
び
僧
侶
の
政
治
関
与
を
糾
弾
し
た
た
め
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
「
人
と
為
り
剛
正
に
し
て
忠
亮
」
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
つ
ま
り
左
遷
と
い
う
事
実
自
体
は
不
名
誉
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
理
由
か
ら
す
る
と
称
賛
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
だ
が
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
時
の
政
権
を
批
判
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
記
述
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
高
麗
政
治
史
上
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
こ
れ
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
墓
主
の
生
き
た
時
代
の
政
治
状
況
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
　
墓
主
が
進
士
に
及
第
し
て
官
途
に
就
い
た
の
は
三
十
歳
で
あ
る
が
、
墓
主
の
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
こ
の
年
は
睿
宗
九
（
一
一
一
四
）
年
、
奇
し
く
も
中
国
で
は
完
顔
阿
骨
打
（
後
の
金
の
太
祖
）
が
契
丹
に
対
し
て
挙
兵
し
た
年
に
あ
た
る
。
こ
の
当
時
、
高
麗
の
実
権
は
外
戚
で
あ
る
李
資
謙
の
手
に
あ
っ
た
。
　
李
資
謙
は
、
三
人
の
娘
を
文
宗
の
妃
と
し
た
李
子
淵
の
孫
に
当
た
り
、
以
来
仁
宗
ま
で
の
七
代
に
わ
た
り
一
族
で
政
権
を
独
占
し
て
い
た
。
李
資
謙
は
王
室
と
の
何
重
も
の
姻
戚
関 
係 
を
背
景
に
実
権
を
握
っ
た
彼
は
、
睿
宗
死
去
の
後
に
は
仁
宗
擁
立
の
　
⑨
功
臣
と
し
て
要
職
を
一
身
に
兼
ね
、
つ
い
に
は
王
室
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
権
力
を
保
持
す
る
に
至
っ
た
。
危
機
感
を
懐
い
た
仁
宗
が
彼
の
排
除
を
図
っ
て
失
敗
す
る
と
、
逆
に
仁
宗
の
殺
害
と
王
位
の
簒
奪
を
企
て
た
。
だ
が
こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
り
、
さ
ら
に
腹
心
と
不
和
に
な
り
、
結
局
失
脚
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
仁
宗
四
・
一
一
二
六
年
）。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
李
資
謙
の
乱
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
も
外
戚
で
あ
る
李
氏
全
体
の
没
落
を
招
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
政
権
内
に
留
ま
っ
て
影
響
力
を
保
持
し
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
外
戚
の
勢
力
は
高
麗
の
政
権
内
部
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
李
資
謙
失
脚
後
、
一
大
勢
力
を
形
成
し
た
の
が
西
京
（
現
平
壌
）
の
僧
妙
清
を
中
心
と
す
る
西
京
貴
族
で
あ
る
。
彼
等
は
風
水
思
想
を
も
っ
て
西
京
に
遷
都
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
さ
ら
に
帝
と
称
し
て
元
号
を
建
て
金
を
討
伐
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
上
国
で
あ
っ
た
契
丹
と
北
宋
が
、
か
つ
て
は
高
麗
に
朝
貢
し
て
い
た
こ
と
も
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一
〇
七
あ
る
女
真
族
の
建
て
た
金
に
よ
っ
て
相
次
い
で
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
に
多
大
な
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
主
張
は
一
時
は
仁
宗
の
心
を
動
か
し
た
が
、
と
て
も
現
実
的
と
は
い
え
な
い　　　⑩
 
上
に
、
反
対
派
の
強
力
な
巻
き
返
し
に
あ
い
、
妙
清
等
は
つ
い
に
西
京
を
根
拠
と
し
て
反
旗
を
翻
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
妙
清
の
乱
で
あ
る
が
、
妙
清
自
身
は
乱
勃
発
か
ら
間
も
な
く
し
て
殺
害
さ
れ
、
反
乱
は
西
京
分
司
侍
郎
で
あ
っ
た
趙
匡
に
よ
り
継
続
さ
れ
た
。
高
麗
政
府
は
金
富
軾
等
を
派
遣
し
て
鎮
圧
に
乗
り
出
し
た
が
、
乱
の
収
束
に
は
一
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
妙
清
の
乱
は
僧
侶
の
政
治
関
与
の
最
も
極
端
な
例
で
あ
る
が
、
高
麗
一
代
を
通
じ
て
仏
教
が
隆
盛
し
、
僧
侶
が
政
治
・
経
済
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
　
宦
官
に
つ
い
て
も
、
仁
宗
朝
か
ら
政
治
的
に
力
を
持
ち
始
め
、
毅
宗
朝
に
な
る
と
そ
の
奢
侈
に
満
ち
た
宮
廷
生
活
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る　　　
 
。
　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
も
う
一
度
墓
誌
銘
の
記
述
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
外
戚
な
ど
の
政
治
関
与
が
既
に
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
批
判
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
改
革
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
時
の
政
権
に
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ど
こ
ろ
か
現
状
に
対
し
何
の
問
題
も
な
い
と
考
え
て
い
た
節
す
ら
伺
え
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
政
治
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
批
判
に
対
し
、
正
負
ど
ち
ら
か
の
強
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
―
負
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
批
判
者
（
こ
の
場
合
は
墓
主
）
の
政
治
生
命
、
も
し
く
は
生
命
そ
の
も
の
を
奪
う
よ
う
な
―
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
実
際
に
は
左
遷
さ
れ
て
も
致
命
的
な
も
の
に
な
ら
ず
、
暫
く
す
る
と
再
び
昇
進
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
甘
い
処
分
に
終
始
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
当
時
の
政
治
の
あ
り
よ
う
に
対
す
る
危
機
感
の
欠
如
が
伺
い
知
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
墓
主
の
事
績
が
何
の
問
題
も
な
く
墓
誌
銘
に
刻
ま
れ
る
こ
と
も
含
め
、
当
時
の
政
治
情
勢
の
「
な
ま
ぬ
る
さ
」
を
明
確
に
反
映
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
そ
も
そ
も
墓
主
が
、
外
戚
・
僧
侶
・
宦
官
の
政
権
か
ら
の
排
除
と
い
う
主
張
を
い
だ
く
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
綱
紀
粛
正
の
主
張
が
当
時
の
政
界
で
ど
う
い
っ
た
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
は
墓
誌
銘
中
に
幾
つ
か
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
墓
主
の
学
統
で
あ
り
、
地
方
官
時
代
の
評
価
で
あ
り
、
親
族
関
係
で
あ
る
。
　
墓
誌
銘
の
記
述
に
よ
る
と
、
墓
主
は
十
五
歳
で
開
城
へ
赴
き
文
憲
公
徒
の
誠
明
斎
に
属
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
　
　
（
崔
）
冲
収
召
後
、
進
教
誨
不
倦
、
学
徒 
集
填
溢
街
巷
、
遂
分
九
斎
曰
、
楽
聖
・
大
中
・
誠
明
・
敬
業
・
造
道
・
率
性
・
進
徳
・
大
和
・
待
聘
、
謂
之
侍
中
崔
公
徒
、
凡
応
挙
子
弟
、
必
先
隷
徒
中
学
焉
。
…
…
及
卒
、
謚
文
憲
、
後
凡
赴
挙
者
、
亦
皆
隷
名
九
斎
籍
中
謂
之
文
憲
公
徒
。
…
…
東
方
学
校
之
興
、
蓋
由
冲
始
、
時
謂
海
東
孔
子　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
崔
冲
が
設
立
し
た
九
斎
学
堂
の
一
つ
で
あ
る
誠
明
斎
の
こ
と
で
あ
り
、
墓
主
は
こ
こ
で
初
め
て
学
問
を
修
め
た
の
で
あ
る
。
崔
冲
は
海
東
の
孔
子
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
当
時
の
儒
学
の
最
高
権
威
で
あ
り
、
彼
の
死
後
も
そ
の
門
下
か
ら
は
官
僚
を
輩
出
し
続
け
て
い
た
。
十
代
の
墓
主
が
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
儒
学
を
修
め
た
こ
と
は
後
々
ま
で
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
墓
誌
銘
に
は
地
方
官
時
代
に
御
史
中
丞
で
あ
っ
た
李
永　　　
 
等
に
よ
っ
て
称
賛
さ
れ
た
と
も
あ
る
。
李
永
は
「
天
資
方
直
に
し
て
権
貴
の
為
に
撓
む
所
あ
ら
ず　　　
 
」
と
称
れ
た
人
物
で
、
仁
宗
即
位
後
、
李
資
謙
排
除
の
陰
謀
に
加
担
し
た
と
し
て
流
罪
と
な
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
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一
〇
八
り
間
も
な
く
死
ん
で
い
る
。
こ
の
李
永
と
墓
主
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
外
戚
の
政
治
関
与
に
反
対
す
る
と
い
う
共
通
の
政
治
姿
勢
が
見
ら
れ
る
点
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
　
Ⅲ
　
こ
の
墓
誌
銘
に
は
墓
主
の
出
自
、
世
系
、
姻
戚
関
係
が
か
な
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
か
ら
墓
主
が
如
何
な
る
人
物
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
墓
誌
銘
の
記
述
か
ら
墓
主
の
親
族
関
係
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
墓
主
は
工
部
員
外
郎
の
兪
元
胥
の
女
を
娶
り
三
男
二
女
を
も
う
け
た
。
そ
し
て
墓
主
の
長
男
の
掌
牲
丞
の
純
古
は
中
書
平
章
事
の
高
兆
基
の
女
を
娶
り
二
男
三
女
を
も
う
け
、
次
男
の
衛
尉
注
簿
司
正
の
純
正
は
こ
の
墓
誌
銘
の
撰
者
で
も
あ
る
礼
部
尚
書
・
知
制
誥
の
金
子
儀
の
女
を
娶
り
、
三
男
の
良 
丞
同
正
の
純
守
は
起
居
注
・
知
制
誥
の
李
元
膺
の
女
を
娶
り
一
女
を
も
う
け
て
い
る
。
さ
ら
に
墓
主
の
長
女
は
栄
陵
直
の
孫
景
章
に
嫁
ぎ
一
男
一
女
を
も
う
け
、
次
女
は
殿
中
内
給
事
同
正
の
朴
仁
進
に
嫁
い
で
一
男
二
女
を
も
う
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
元
に
系
図
を
作
成
す
る
と
下
図
の
通
り
で
あ
る
。
　
ま
ず
彼
等
の
中
で
一
世
代
上
で
墓
主
の
舅
に
あ
た
る
兪
元
胥
に
つ
い
て
見
る
と
、
睿
宗
四
（
一
一
一
三
）
年
当
時
、
咸
州
司
録
で
あ
っ
た
こ
と　　　
 
と
、
　
　
（
仁
宗
）
六
（
金
天
会
六
・
一
一
二
八
）
年
…
…
十
一
月
…
…
己
丑
、
遣
工
部
員
外
郎
兪
元
胥
、
如
金
謝
賀
生
辰　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
金
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る　　　
 
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
彼
の
政
治
姿
勢
を
伺
わ
せ
る
よ
う
な
事
績
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ど
う
い
う
経
緯
で
墓
主
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
に
至
っ
た
か
な
ど
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
一
方
、
墓
主
の
子
供
達
に
関
し
て
は
幾
つ
か
興
味
深
い
点
が
見
ら
れ
る
。
中
で
も
高
兆
基
は
『
高
麗
史
』
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
誌
銘
中
で
は
最
も
著
名
な
人
物
で
あ
ろ
う
。
　
　
…
…
仁
宗
朝
拝
侍
御
史
、
李
資
謙
修
弘
慶
院
、
以
僧
正
資
富
、
及
知
水
州
事
奉
佑
幹
其
事
発
丁
、
州
県
為
害
甚
巨
、
資
謙
敗
、
資
富
坐
配
島
、
惟
奉
佑
素
結
宦
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






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




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
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官
、
僥
倖
復
職
、
兆
基
上
疏
論
駁
至
再
三
、
忤
旨
左
遷
、
為
工
部
員
外
郎　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
彼
は
仁
宗
朝
に
侍
御
史
と
な
っ
た
が
、
李
資
謙
失
脚
後
、
そ
の
党
派
で
あ
り
な
が
ら
宦
官
と
結
ん
で
地
位
を
保
っ
た
人
物
を
弾
劾
し
却
っ
て
左
遷
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
。
ま
た
、
　
　
後
復
為
台
官
、
資
謙
之
乱
、
朝
臣
皆
脅
従
失
節
、
其
支
党 
縁
苟
免
、
至
宰
輔
者
多
、
兆
基
欲
斥
去
之
、
屡
上
書
力
争
曰
、
雖
聖
上
寛
大
、
掩
其
疵
疾
、
何
面
目
立
、
朝
廷
見
日
月
乎
、
王
雖
是
、
兆
基
言
不
忍
尽
弃
大
臣
、
尋
擢
礼
部
郎
中
、
実
奪
台
職
也　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
後
に
台
職
に
復
帰
し
た
も
の
の
、
そ
の
厳
格
さ
か
ら
煙
た
が
ら
れ
て
礼
部
郎
中
に
栄
転
と
い
う
形
で
体
よ
く
台
職
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
毅
宗
朝
に
な
る
と
彼
は
一
転
し
て
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
政
堂
文
学
か
ら
参
知
政
事
、
中
書
侍
郎
平
章
事
と
宰
相
職
を
歴
任
し
、
一
時
弾
劾
さ
れ
て
尚
書
左
僕
射
に
降
格
さ
れ
た
が
す
ぐ
に
復
職
し
て
い
る　　　
 
。
ま
た
毅
宗
二
（
一
一
四
八
）
年
の
科
挙
に
お
い
て
は
知
貢
挙
を
務
め
て
い
る　　　
 
。
こ
う
し
た
経
歴
を
見
る
限
り
政
治
姿
勢
に
墓
主
と
共
通
点
が
見
ら
れ
、
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
墓
主
の
毅
宗
朝
で
の
出
世
は
宰
相
で
あ
る
高
兆
基
の
引
き
立
て
と
み
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。
と
も
か
く
彼
等
の
よ
う
な
政
治
姿
勢
を
持
つ
者
が
決
し
て
少
数
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
　
金
子
儀
に
つ
い
て
は
伝
な
ど
は
な
い
が
、
　
　
…
…
仁
廟
十
三
（
一
一
三
五
）
年
甲
寅
、
定
安
公
仁
元
厚
・
知
奏
事
鄭 
門
下
登
進
士
第
、
初
調
晋
州
牧
司
録
兼
掌
書
記
、
察
訪
使
金
子
儀
奏
課
最
…
…　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
仁
宗
朝
の
後
期
に
察
訪
使
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
毅
宗
朝
に
入
る
と
、
尚
書
左
丞
・
知
制
誥
と
な
り　　　
 
毅
宗
元
（
一
一
四
七
）
年
の
科
挙
で
同
知
貢
挙
を
務
め
た　　　
 
ほ
か
、
　
　
（
毅
宗
）
四
（
一
一
五
〇
）
年
…
…
十
二
月
…
…
戊
辰
…
…
金
子
儀
為
右
散
騎
常
侍
。
　
　
（
毅
宗
）
六
（
一
一
五
二
）
年
…
…
夏
四
月
…
…
庚
辰
…
…
金
子
儀
為
（
試
）
礼
部
尚
書
。
…
…
十
二
月
…
…
丙
戌
…
…
金
子
儀
為
礼
部
尚
書　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
順
調
な
出
世
を
遂
げ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
朴
僕
射
墓
誌
銘
の
他
に
現
在
判
っ
て
い
る
だ
け
で
も
「
権
適
墓
誌
銘
」
及
び
「
尹
彦
墓
誌
銘　　　
 
」
と
い
う
二
点
の
墓
誌
銘
を
撰
し
て
お
り
、
毅
宗
朝
前
期
に
お
い
て
文
名
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
彼
自
身
の
政
治
姿
勢
は
そ
れ
と
判
る
よ
う
な
史
料
が
な
い
た
め
何
と
も
い
え
な
い
が
、「
鄭
復
卿
墓
誌
銘　　　
 
」
に
も
「
…
…
且
つ
（
金
）
子
儀
は
時
の
賢
大
夫
な
り
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
囲
か
ら
一
目
置
か
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
李
元
膺
も
伝
は
な
い
が
、
断
片
的
な
史
料
か
ら
一
応
は
官
歴
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
　
　
（
毅
宗
）
元
（
一
一
四
七
）
年
…
…
七
月
…
…
右
司
諫
李
元
膺
問
難　　　
 
と
あ
る
よ
う
に
、
毅
宗
朝
初
期
に
右
司
諌
の
肩
書
き
で
史
料
に
現
れ
、
そ
の
後
右
承
宣　　　
 
、
知
奏
事　　　
 
と
遷
り
最
終
的
に
は
、
　
　
（
毅
宗
）
十
四
（
一
一
六
〇
）
年
四
月
壬
子
、
以
枢
密
院
副
使
李
元
膺
、
参
知
政
事
、
是
日
卒　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
枢
密
副
使
か
ら
参
知
政
事
と
な
っ
た
が
そ
の
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
彼
も
ま
た
前
二
者
と
優
る
と
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
出
世
を
遂
げ
て
い
る
が
、
史
料
か
ら
伺
え
る
彼
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
実
は
墓
主
と
は
正
反
対
と
い
っ
て
よ
い
。
彼
は
毅
宗
朝
前
半
期
に
お
け
る
佞
臣
金
存
中
の
族
人
で
あ
り　　　
 
、
ま
た
宦
官
の
鄭 
と
共
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一
一
〇
に
「
勢
に
乗
じ
権
を
弄
」
ん
だ　　　
 
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
も
「
崔
時
允
墓
誌
銘　　　
 
」
を
撰
述
す
る
な
ど
金
子
儀
と
同
じ
く
文
名
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
毅
宗
の
側
近
と
し
て
度
々
宴
遊
を
共
に
し　　　
 
、
　
　
崔
淑
清
密
謂
左
僕
射
権
正
鈞
曰
、
鄭 
与
承
宣
直
門
下
省
李
元
膺
等
、
乗
勢
弄
権
、
吾
欲
誅
之
、
如
何
。
正
鈞
即
以
聞
、
流
淑
清
于
遠
島　　　
 
。
と
い
う
記
述
や
、
　
　
初
吏
部
侍
郎
韓
靖
、
与
李
元
膺
構
隙
、
罷
…
…
元
膺
死
、
靖
復
職　　　
 
。
と
い
う
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
彼
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
り
隙
を
生
じ
た
人
物
が
罪
に
落
と
さ
れ
た
り
免
職
と
な
っ
た
事
例
も
『
高
麗
史
』
の
記
事
に
見
え
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
宦
官
勢
力
の
一
翼
を
担
う
人
物
で
あ
っ
て
、
ま
さ
墓
主
が
敵
対
し
批
判
を
向
け
て
い
た
対
象
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
果
た
し
て
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
立
場
を
異
に
す
る
者
の
間
に
婚
姻
関
係
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
は
現
代
社
会
の
よ
う
に
政
治
的
立
場
と
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
は
別
だ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
な
る
と
墓
主
や
高
兆
基
な
ど
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
も
再
考
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
彼
ら
の
主
張
や
政
治
に
対
す
る
姿
勢
は
「
ポ
ー
ズ
」
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
立
場
の
違
い
は
見
か
け
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
見
直
し
て
み
る
と
、
墓
主
が
本
心
か
ら
外
戚
・
宦
官
や
僧
侶
の
政
治
関
与
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
単
に
建
前
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
弾
劾
さ
れ
た
外
戚
等
に
と
っ
て
は
目
障
り
で
あ
り
こ
そ
す
れ
実
際
に
政
治
生
命
を
絶
つ
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
墓
主
に
対
す
る
処
置
と
し
て
は
ま
こ
と
に
適
切
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
当
の
墓
主
に
し
て
も
政
治
浄
化
を
主
張
し
そ
の
た
め
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
正
義
派
」
と
し
て
の
名
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
見
反
目
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
実
は
相
互
に
依
存
し
あ
う
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
兆
基
に
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
が
一
時
宰
相
職
を
追
わ
れ
た
の
は
、
　
　
…
…
時
金
存
中
用
事
、
兆
基
屈
己
偸
合
、
時
議
非
之
、
為
諫
官
所
劾
、
降
為
尚
書
左
僕
射
、
頼
存
中
救
、
不
数
月
、
復
拝
平
章
事　　　
 
。
と
あ
る
よ
う
に
毅
宗
の
寵
臣
で
あ
る
金
存
中
に
お
も
ね
っ
て
朝
議
を
曲
げ
た
こ
と
を
弾
劾
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
復
職
し
た
の
も
ま
た
金
存
中
に
頼
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
は
高
兆
基
の
そ
れ
ま
で
の
政
治
的
主
張
が
そ
れ
ほ
ど
重
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
こ
う
し
た
文
臣
貴
族
間
の
緊
張
感
を
失
っ
た
政
治
的
馴
れ
合
い
体
制
の
行
き
着
い
た
結
末
こ
そ
が
毅
宗
二
十
四
（
一
一
七
〇
）
年
八
月
に
起
こ
っ
た
鄭
仲
夫
ら
武
臣
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
た
後
の
明
宗
元
（
一
一
七
一
）
年
の
こ
と
と
し
て
、
　
　
九
月
…
…
戊
子
、
左
諌
議
金 
尹
・
右
諌
議
金
甫
当
・
左
散
騎
常
侍
李
詔
膺
・
左
司
諌
李
応
招
・
右
正
言
崔 
等
上
疏
以
為
…
…
諌
議
李
元
膺
…
…
署
宦
官
鄭
 
告
身
、
西
海
按
察
使
朴
純
古
、
妄
奏
老
人
星
見
…
…
請
皆
禁
錮
子
孫
…
…　　　
 
。
と
い
う
記
述
が
『
高
麗
史
』
に
み
え
る
。
李
元
膺
ら
と
並
ん
で
墓
主
の
長
子
に
し
て
高
兆
基
の
女
婿
で
あ
る
朴
純
古
も
前
朝
の
政
治
を
乱
し
た
と
し
て
諌
官
に
よ
り
子
孫
の
禁
錮
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
武
臣
達
に
と
っ
て
は
、
一
見
対
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
彼
ら
文
臣
貴
族
の
間
に
本
質
的
に
は
差
が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
史
料
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
　
お
わ
り
に
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


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一
一
一
　以
上
、
当
博
物
館
所
蔵
の
「
朴
僕
射
墓
誌
銘
」
を
紹
介
す
る
と
共
に
そ
の
記
述
内
容
を
従
来
の
史
料
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
墓
主
の
生
き
た
時
代
の
政
治
状
況
と
そ
の
後
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
。
　
す
な
わ
ち
高
麗
に
お
け
る
十
二
世
紀
中
盤
ま
で
の
貴
族
官
僚
間
の
政
治
的
な
対
立
は
、
言
う
な
れ
ば
「
蝸
牛
角
上
の
争
い
」
に
過
ぎ
ず
、
局
外
者
に
と
っ
て
は
大
し
た
意
味
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
表
面
的
な
対
立
の
陰
で
は
局
外
者
で
あ
る
武
臣
達
の
強
い
不
満
が
蓄
積
さ
れ
、
後
に
鄭
仲
夫
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
形
で
一
気
に
噴
出
し
た
の
で
あ
り
、
高
麗
史
上
に
お
い
て
大
き
な
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
武
臣
政
権
の
成
立
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
仁
宗
朝
か
ら
毅
宗
朝
に
か
け
て
の
時
期
に
既
に
そ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
﹇
註
﹈
①　
墓
誌
銘
に
つ
い
て
は
久
田
麻
実
子
「
墓
誌
銘
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
―
北
魏
墓
誌
銘
の
意
義
―
」（『
中
国
学
志
』
十
四
号　
一
九
九
九
年
）
や
福
原
啓
郎
「
西
晋
の
墓
誌
の
意
義
」（『
中
国
中
世
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　
一
九
九
三
年
）
な
ど
に
基
礎
的
な
研
究
が
あ
る
。
何
れ
も
中
国
の
墓
誌
銘
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
中
国
の
墓
誌
銘
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
参
考
と
す
べ
き
点
は
多
い
。
高
麗
の
墓
誌
に
つ
い
て
は
原
田
一
良
・
山
内
民
博
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
高
麗
及
び
李
朝
時
代
の
墓
誌
七
例
に
つ
い
て
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
三
六
号　
一
九
九
五
年
）
参
照
。
②　
翰
林
大
学
校
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
一
九
九
三
年
（
改
訂
版　
一
九
九
七
年
）。
次
節
以
降
『
集
成
』
と
略
称
す
る
。
③　
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
末
永
雅
雄
『
富
民
協
会
農
業
博
物
館
本
山
考
古
室
要
録
』
（
岡
書
院　
一
九
三
五
年　
以
後
『
本
山
考
古
室
要
録
』
と
略
称
す
る
）
及
び
角
田
芳
昭
「
資
料
紹
介
『
金
石
文
拓
本
資
料
』」（『
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
紀
要
』
第
三
号　
一
九
八
六
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
④　
こ
れ
ら
の
拓
本
も
現
在
本
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
註
③
角
田
氏
の
資
料
紹
介
参
照
。
⑤　
来
歴
に
つ
い
て
は
注
③
角
田
氏
の
資
料
紹
介
に
よ
っ
た
。
⑥　
『
本
山
考
古
室
要
録
』
に
は
列
品
目
録
に
「
墓
誌　
一
個　
朝
鮮　
朴
僕
射
氏　
高
麗
仁
宗
毅
宗
時
人
金
国
（
女
真
）
興
隆
時
代
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
こ
の
墓
誌
銘
を
「
朴
僕
射
墓
誌
銘
」
と
呼
称
す
る
。
⑦　
高
麗
に
於
い
て
同
姓
婚
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
毅
宗
元
（
一
一
四
七
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
同
姓
間
の
婚
姻
は
特
に
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
⑧　
註
①
原
田
・
山
内
両
氏
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。
⑨　
娘
の
一
人
を
睿
宗
の
妃
と
し
、
さ
ら
に
他
の
二
人
の
娘
を
仁
宗
の
妃
と
し
た
。
⑩　
こ
の
時
高
麗
は
既
に
金
に
対
し
て
臣
と
称
し
て
い
た
。
初
期
の
金
・
高
麗
関
係
の
推
移
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
何
適
之
「
論
十
二
世
紀
初
金
与
高
麗
的
外
交
」（『
江
海
学
刊
』
一
九
九
八
四
）
や
三
上
次
男
「
金
初
に
お
け
る
高
麗
と
金
と
の
関
係
」（『
金
史
研
究　
三
』
中
央
公
論
美
術
出
版　
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。

　
『
高
麗
史
』
巻
一
二
二
・
鄭 
伝
、
同
じ
く
白
善
淵
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
五
・
崔
冲
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
七
に
は
彼
の
伝
が
あ
る
が
、
こ
の
伝
を
含
め
『
高
麗
史
』
で
は
李
永
が
知
御
史
台
事
と
な
っ
た
記
述
は
散
見
さ
れ
る
も
の
の
御
史
中
丞
に
就
任
し
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
七
・
李
永
伝
。
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一
一
二

　
『
高
麗
史
』
巻
九
六
・
尹 
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
五
・
仁
宗
一
。

　
『
金
史
』
中
に
は
彼
の
名
は
み
え
な
い
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
八
・
高
兆
基
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
八
・
高
兆
基
伝
。

　
い
ず
れ
も
『
高
麗
史
』
巻
九
八
・
高
兆
基
伝
の
記
述
に
よ
る
。

　
『
高
麗
史
』
巻
七
三
・
選
挙
一
。

　
「
崔
祐
甫
墓
誌
銘
」（『
集
成
』）。

　
「
権
適
墓
誌
銘
」（『
集
成
』）。

　
『
高
麗
史
』
巻
七
三
・
選
挙
一
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
七
・
毅
宗
一
。

　
い
ず
れ
も
『
集
成
』
所
収
。

　
『
集
成
』
所
収
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
七
・
毅
宗
一
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
八
・
毅
宗
二
、
十
年
十
月
壬
午
条
ほ
か
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
八
・
毅
宗
二
、
十
二
年
九
月
庚
申
条
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
八
・
毅
宗
二
。

　
『
高
麗
史
』
巻
一
二
三
・
嬖
幸
一
・
金
存
中
伝
。
な
お
李
元
膺
と
金
存
中
が
如
何
な
る
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
『
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
金
存
中
墓
誌
銘
」
に
は
金
存
中
の
女
が
李
復
基
な
る
人
物
に
嫁
い
だ
と
あ
り
、
こ
の
人
物
と
李
元
膺
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
李
復
基
は
後
に
鄭
仲
夫
の
乱
の
直
接
的
な
原
因
を
作
っ
た
人
物
の
一
人
で
も
あ
る
。

　
『
高
麗
史
』
巻
一
二
二
・
宦
者
・
鄭 
伝
。

　
『
集
成
』
所
収
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
八
・
毅
宗
二
、
十
年
十
月
壬
午
条
な
ど
。

　
『
高
麗
史
』
巻
一
二
二
・
宦
者
・
鄭 
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
八
・
金
敦
中
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
九
八
・
高
兆
基
伝
。

　
『
高
麗
史
』
巻
十
九
・
明
宗
一
。 
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一
一
三
